
令和７年４月１日現在

47 分団

0 分団

4 隊

143 部

300 班

1,360 人

1,089 人

1,076 人

13 人

1,046 人

0 人

43 人

1 人

162 人

21 人

141 人

49 人

19 人

20 人

857 人

11 台

0 台

55 台

16 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

1,500 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による。

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和７年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

郵政職員

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

団
員
数

条例定数 　養父市消防団では、「地域防災力・予防消防の強化」「消防団組織
力の維持向上」を重点目標に掲げ、住民の安全・安心を守るため、
定例夜警や春・秋の火災防御訓練、住民への消火栓や消火器使用
指導、年末火災特別警戒等に取り組んでいます。
　また、3年ごとのローテーション訓練として、消防操法大会、水防工
法訓練、夏季訓練講習会（幹部団員による各個訓練・部隊訓練・礼
式訓練等）を実施し、消防団員としての技術向上や組織力強化に努
めています。
　消防団員確保の対策として、独自チラシやCATV用CMを作成し、消
防団のPRを実施しています。平成28年度からは機能別消防団員制
度を創設し、消防団員ＯＢが機能別消防団員として主に昼間の火災
に出動し、消防団員のサラリーマン化による消防力不足を補完して
います。
　また、女性消防団員を中心に、高齢者世帯やこども園等に訪問し、
防火思想の啓発活動を行っています。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

消防団名 養父市消防団 メールアドレス

組
織

分団数 ホームページURL http://www.city.yabu.hyogo.jp

うち機能別分団数
SNSアカウント

http://facebook.com/yabucityhall

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

079-662-7491

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 兵庫県
所在地

〒667-8651

市町村名 養父市 兵庫県養父市八鹿町八鹿1675番地

消防団事務所管 養父市危機管理室防災安全課 電話番号（直通） 079-662-2899 FAX


